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禅学関係雑誌論文 目録(1995年)

著 者 論 文 名

〈思想〉

秋 月 龍 現 生 きることと死ぬこと(1×2}

(3×4)(5)一西田哲学による入
生観 一

朝 日 隆 『正法眼蔵聞書抄』・『正法眼

蔵』における「不相対(待)」等

について

石 川 光 学 『禅戒砂』の不殺生について

石 島 尚 雄 「大地有情同時成道」に関す

る一考察

井 上 克 人 道元の仏性観 とその哲学的

意味

岩 永 正 晴 善悪考一『永平広録 』上堂の

用例 一

苧 坂 光 龍 臨済録提唱㈱ 一㈹

岡 島 秀 雄

雄

功

秀

寺

島

野

岡

小

貞井笠

芳

覚

祐

好

日

野

春

桐

一
通

祐

樹

純

太

賢

英

間

下

野

久

本

木

河

佐

橋

郎四康城玉

祖村竹

マルテ ィン ・ブーバー の思

想 と禅仏教
一『我 と汝』を中心に して 一

道 元禅師の言語観

鈴木大拙の「日本的霊性」論

(4)(5)

道 元禅師 と聖ア ウグステ ィ

ヌスの「心」について

道元 の言語表現 一「大修行」
の巻 における「将錯就錯」一

「五位頒」と「五更転類」につ

いての考察

正法眼蔵虚空について

今、方 に差を識 る禅

万初戒学の一視点

『黙照禅の一考察』

禅 定か ら解脱へ 一四禅 ・四

無色定 を通 じて一

禅 と釈尊(3)一(7)

雑 誌 名

大乗禅

駒沢大学仏教学部論

集

宗学研究37

宗学研究37

関西大学文学論集45-2

宗 学研究37

禅 味1-12

禅学研究

宗教研究

大乗禅

宗学研究

宗学研究

駒沢大学仏教学部論
集

宗学研究

禅文化

宗学研究

駒沢大学大学院仏教
学研究会年報

印度学仏教学研究

大乗禅

巻(号)発 行 月
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2禅 学関係雑誌論文 目録(1995年)

著 者 論 文 名 圃 雑 誌

土 井 道 子 キリスト籔と禅 宗教研究

中 村 昭 之ZenPracticeandSelf・

Contro1紀 要

西 村 恵 信 三余居窓話(五)(六)(七)禅 文化

(八)

西 嶋 和 夫 正法眼蔵 と中論 とにおける 宗学研究

共通思想について

星 俊 道 道元禅師における宗教 的時 』宗学研究

間の特質(三)

野 飼 祖 芳 『碧巌録』参究覚書(4)一⑧ 大乗禅

盛 永 宗 興 自己を信ずる 禅文化

盛 永 宗 興 愛するとい うこと 禅文化

柳 田 聖 山 禅仏教の私 禅 文化

吉 津 宜 英 道 元における「本」について 宗 学研究

〈中国〉

阿 部 肇 一 「竹窩随筆」について

入 矢 義 高 好事 は無きに如かず

石 井 公 成 石壁 を通 りぬける習禅者 と

壁 に描かれた絵
一壁観の原義について 一

石 川 力 山 『真州長藍 了禅師劫外録抄』

の研究(中)

石井修道 ・小 「禅源諸詮集都序」の訳注研

川隆 究(二)

伊 吹 敦 敦煙本『壇経』の形成

岩 城 英 規 雲棲株宏 の阿弥陀経解釈一

信願行の三資糧 を中心に し

て 一

上 山 大 峻 敦煙出土『大通方広経』とそ

のチベ ッ ト訳

ウルス・アップ 『無心論』敦燈出土の一テキ
ス ト

沖 本 克 己 東 アジア仏教の教団

沖 本 克 己 『臨済録』における虚構 と真

実

沖 本 克 己 禅宗の教 団(一)(二)(三)

古 賀 英 彦 大乗起信論剖記

古 賀 英 彦 壇経敦焼本の伝法偶

名

駒沢大学文学部研究

駒沢史学

禅文化研究所紀要

仏教学

駒沢大学仏教学部論
集

駒沢大学仏教学部研
究紀要

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

龍谷大学論集

禅文化研究所紀要

『東アジア仏教とは何

か』

禅学研究

禅文化

花園大学研究紀要

禅学研究

巻(号)発 行 月

3033
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著 者

小 島 岱 山

衣 川 賢 次

佐 藤 秀 孝

佐 藤 悦 成

椎 名 宏 雄

論 文 名

「東アジア仏教学」に依る中

国禅思想 史の再構築

禅宗語録 導読(二)

自得慧暉の活動 とその禅風

(下)一曹洞宗宏智派の源流

として一

嘲 皇新本六祖壇経』試訳(二)

『明覚禅 師語録』諸本の系統

椎 名 宏 雄 『禅林宝訓』諸版の系統

仙 石 景 章 延寿の真心 と妄心について

曹 潤 錆 宗密『大乗起信論疏』の成立

について

中 西 く み 園悟の墓所 を訪ねて ある
『碧巌』の旅

長 嶋 孝 行 『六祖壇経』の五本、七冊に
ついて

西 口 芳 男 禅学点描(七)普 化 と貫休

西 口 芳 男 高氏蘇生讃 と「三傷頒」 「一

鉢歌」

平 川 彰 百丈清規 と戒律

永 井 政 之 中国仏教成立 の一側面一中

国禅宗 における葬送儀礼め

成立 と展 開一

永 井 政 之 傅大士 と輪蔵

水上勉 ・李建 済公伝 〈十七〉 〈十八〉

華

村 上 俊

村 上 俊

武庫勉強会

柳 田 聖 山

吉 田 道 興

吉 田 剛

道

道

良

良

わ

谷

谷

佃

粟

粟

仏性の問題 一頓悟 との関連

において

訥弁の達摩

宗門武庫 を読む(六)

中国仏教(四)(五)

天童寺世代考(八)

師会 と観復 の論争一該摂門
の解釈 を中心 として一

『正法眼蔵』と本証妙修

『正法眼蔵』にお ける出家 と

受戒

雑 誌 名 巻(号)発 行月

印度学仏教学研究43-23

俗語言研究2

駒沢大学仏教学部研53
究紀要

愛知学院大学禅研究24
所紀要

駒沢大学仏教学部論26
集

印度学仏教学研究44-1

宗学研究37

印度学仏教学研究43-2

禅文化

宗教研究

157

303

禅文化155

禅文化研究所紀要21

仏教学37
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集
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禅文化
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所紀要

駒沢大学大学院仏教28
学研究会年報
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道

者

良

著

谷粟

貝

貝

嘉

嘉

藤

藤

安

安

則嘉藤安

則

隆

嘉藤

日

安

朝

隆

雄郁

日朝

東

展大塚飯

展

展

大

大

塚

塚

飯

飯

飯 塚 大 展

池 田 魯 参

石 川 力 山

岩 永 正 晴

石 島 尚 雄

石 井 清 純

伊 藤 秀 憲

尾 崎 正 喜

大 槻 幹 郎

加 藤 正 俊

論 文 名

『正法眼蔵』における生死に

ついて

洞門抄 物研究 の資料覚書

中世洞 門における代語集の

諸問題

中世曹洞宗 における代語文

献の研 究

鈴木正三の出家観 について

『正法眼蔵』 「三十七品菩提

分法」の一考 察

『正法眼蔵現成公案』の新 し

い読み方

坐禅用 心記における心地開

明

幻住派密参録について一『青

鷹集』を中心に して一

足利学校遺蹟 図書館蔵の禅

籍について 禅籍抄物(一)

大徳寺派系密参録 について

(四)一 〈碧巌類則密参録〉を

中心に して一

大徳寺派系密参録 について

(五)

『坐禅儀』か らみた「砥管打坐」

の宗 旨形成 の意義

釈迦信仰 と道元禅

鳥案禅師 と道元禅師
「大地有情同時成道」に関す

る一考察 一特 に道元門下の

立場 をめぐって一

道元禅師の説示 と真字『正法 宗学研究

眼蔵』との関係 について一嘉

禎年間 を中心 として一

『正法眼蔵聞書抄』口語訳の

試み一坐禅箴(三)一

『大鑑広清規』について一『大

鑑広清規』の紹介 を中心とし

て一

黄漿山文書『知客寮須知』を 禅

読む(七十一)一(八 十二)

日峰宗舜 をめ ぐる二三の問 禅学研究

題

雑 誌 名

宗教研究

印度学仏教学研究

宗学研究

駒沢女子短期大学研
究紀要

宗教研究

駒沢大学大学院仏教
学研究会年報

宗学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

禅文化研究所紀要

宗学研究

駒沢大学大学院仏教
学研究会年報

宗学研究

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

駒沢大学仏教学部研
究紀要

宗学研究

巻(号)発 行 月
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著 者

河 合 泰 弘

川 村 昭 光

熊 本 英 人

笹 尾 哲 雄

佐久間光昭

菅 原 諭 貴

菅 原 諭 貴

佐 々木俊道

佐々木容道

佐々木容道

佐々木容道

佐々木容道

佐 藤 俊 晃

佐 藤 俊 晃

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

杉 尾 玄 有

訓省木鈴

孝

榮

祐

秀

木

橋

鈴

高

道

子

弘

紀

内竹

角

論 文 名

浄住寺蔵 『洞谷 記書』につい

て

眼蔵における布薩

曹洞宗における 「寺族」の語

について

近世後期 に於 ける鎌倉禅 に
ついて一月船禅慧 を中心 と

して一

晃全本系 眼蔵写本 の二、三
について

『永平元禅 師語録』について

の一考察 一特 に上堂語の問

題点につ いて 一

『耕雲傑堂和 尚之入室』口語

訳の試み(下)

『摩詞止観伊賀抄』について

『夢窓国師語録』序

指東庵

仮 山水

拮華嶺

道元 にあ こがれた修験者一

般若院英泉研究(一)一

近 世 曹洞 禅 僧 の請 雨儀礼

(続)一萬籾道坦『祈雨法壇儀

規』の場合 一

孤峰覚明 と古剣知訥 一臨済

宗決燈派 と曹洞宗の狭間で一

孤峰覚明 と古剣知訥 一臨済

宗法燈派 と曹洞宗榮 山山下
の交渉を踏まえて一

明鏡相 照、正法 眼蔵 と宮沢

賢治一われ を排列 しおきて

尽界 とせ り一

白隠禅の養生法一『夜船閑話

について 』一

天桂宗学 の周辺

金 沢文庫保管『六祖壇経』に
ついて

十種勅 問をめぐって

道元手偏 と阪東本『教行信証』

(一)

禅 学関係雑誌論文 目録(1995年)

雑 誌 名

宗学研究

宗学研究

宗学研究

禅学研究

宗学研究

宗学研究

巻(号)発 行月
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愛知学院大学禅研究24

所紀要

宗学研究37

禅文化研究所紀要21

禅文化155

禅文化157

禅文化158

印度学仏 教学研究43-2

宗学研究37

宗学研究37

駒沢大学仏教学部論26
集

宗学研究37

駒沢女子短期大学研
究紀要

宗学研究

宗学研究
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宗学研究
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著 者

辻 口雄 一 郎

中 世 古 祥 道

渡 部 正 英

宮 地 清 彦

宮 地 清 彦

柳 田 聖 山

船 岡 誠

ミツソェノレ・

モーノレ

角 田 泰 隆

吉 田 俊 秀

松 田 陽 志

松 田 陽 志

松 田 陽 志

吉 田 道 興

中 野 優 信

(優子)

中 野 優 子

子優野中

子

子

朗

香

香

嗣

由

由

岡

岡

馬

松

松

有

道博司郡

論 文 名

仏性抄INDEXの 試み(カナの

部)

道元禅師の越 前への下向道

について

『伝光録』における救済につ

いて

榮山禅師の坐禅観一『天台小

止観』等 との比較

「請益」について一榮山禅師

の撰述書の位置 よ り一

一休 ・風狂の構造 一詩 と禅

の色 あげ

日本禅宗成立論続考

東嶺の著作に関する問題(そ

の一)一『父母恩難報経註解』

と「孝行」の思想 一

道元禅師撰『坐禅箴』にっい

て

曹洞宗 にお ける秋 葉信仰

(四)一秋葉信仰の伝播 と祭

祀形態一

『顕訣耕雲註種月撲撚藁』に

ついて

『顕訣耕雲註種月擁掠藁』に

おける偏正五位説の問題(前)

南英謙宗 の五位説に関する
一考察

愛知県西明寺の道元禅師伝

について一「永平祖師行状記」

を中心に一

道元の女性観(一)一 『正法眼

蔵』「礼拝得髄 巻を中心に一

道元の女 性観 一道元の「女人

成仏」観 と思想的変遷の問題

に関連 して 一

曹洞宗 にお ける尼僧の地位

に関す る一考察

道元の身心脱 落承 当の時

道元禅師 の「心」について

道元の入宋に関す る基礎的

研究

道元禅師 の御病名 、御病状

雑 誌 名

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

印度学仏教学研究

禅文化研究所紀要

禅学研究

禅学研究

宗学研究

宗学研究

巻(号)発 行 月
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松
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田

山

青 木 淳

論 文 名

呆宝 の禅宗批判の教学的背

景について

果宝 の禅宗批判について

呆宝教学にお ける安然義 引

用の特色

中世 にお ける幻住派 の形成

とその意義

中世にお ける幻住派 の展蘭
とその意義

道元禅 師にお ける「誓願」に
ついて

東嶺禅 師の受業寺大徳寺

高峰顕 日と南浦紹明

春屋妙龍 と定山祖禅

文英清韓 と海 山元珠

鉄 山宗鈍 と閑室元借

大徳寺史あれこれ 一玉室宗
珀

大徳寺史あれ これ 一大徳寺

と豊臣秀吉

日峰宗舜

一休 は自らの愛欲 を黄金 と

なす

五山禅僧 と外交

幻住 明本 と 日元の居士

道元禅師 にお ける単伝 につ
いて

拮華付法 についての一考察

『正法眼蔵』 「全機」を読む(1)

(2)

良寛『法華讃 』私解(9)一㈹

良寛の現代 的意義

私の道元禅 師研 究

アレン ・ギ ンズバーグの道

元禅

虎 関師錬の天台宗観 一目本

禅宗伝来史上への位置付け

を中心 として 一

重源 と栄西

雑 誌 名 巻(号)

印度学仏教学研究43-2

宗 学研究37

駒 沢大 学仏教学部論26

集

駒沢大学仏教学部研53

究紀要

宗教研 究303

日本仏教学会年報60

禅文化研究所紀要21

禅文化155

禅文化156

禅文化157

禅文化158

龍宝56

龍 宝57

中外 日報25332

禅文化155

日本中世史研究辞典

小 田義久博士還暦記

念東洋史論集

印度学仏教学研究44-1

印度学仏教学研究44-1

大乗禅852,853

大乗禅843-853

大乗禅851

愛知学 院大学禅研究24

所紀要

愛知学院大学禅研究24

所紀要

天台学報37

宗教研究 303
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8禅 学 関係雑誌論文 目録(1995年)

著 者 論 文 名

何 燕 生 彫文喪徳 と琢磨増輝

和 田 真 二 盤珪の 「不生禅」につ きて

新 保 哲 盤珪の不生禅

佐 藤 悦 成 曹洞禅の展 開 と五位

〈その他〉

荒 川 元 暉 応用の学 としての臨済宗学

上 田 純 一 禅宗における医僧 と医療の

問題について

沖 本 克 己 『頓悟大乗正理決』序文につ
いて

乙 川 文 英 『禅定灯明論』研究(2)

乙 川 文 英 『禅定灯明論』研究(3)

桐 田 清 秀 鈴木大拙 雑誌 ・新 聞掲載

論文一覧

桐 田 清 秀D.T.SuzukionSocietyand

theState.

工 藤 英 勝 曹洞宗 と国家(五)一 明治期

軍人布教一

工 藤 英 勝 曹洞宗 と国家

熊 本 英 人 来馬琢道 と曹洞宗 の「寺族」

問題

椎 名 宏 雄 高麗版『不思議和 尚帰寂訣』

ジェフ・ショー"OnLayZenPracticei11

ワEurope"

σeffShore)

ジェフ・ショー"OnLayZenPracticein

ワEurope:Questionand

Discussions"

ジェフ・ショー ヨーロッパでの在 家禅

ワ

田 中 良 昭 私 の敦煙学

竹 内 良 英 食文化史資料 としての『典座

教訓』

中 野 優 信 曹洞宗 における世襲制 と僧

(優子)侶 の婚姻

中 島 志 郎 知訥に於 ける『華厳 論節要』
の意味

中 島 志 郎 知訥『華厳論節要』の性格 一

李通玄『新華 厳論 』との対照

か ら一

雑 誌 名

宗教研究

宗教研究

宗教研究

宗教研究

印度学仏教学研究

禅学研究

花園大学研究 紀要

印度学仏教学研究

仏教史学研究

花園大学研 究紀要

HawaiiUnvPress

宗学研究

宗教研究

宗教研究

宗学研究

FASSocietyJournal

1995

Zenvagen

禅文化研究所紀要

愛知学院大学禅研究
所紀要

宗教研究

印度学仏教学研究

印度学仏教学研究

花園大学研究紀要

巻(号)発 行 月
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河成
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路
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瀬
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皆
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乾

勝

田

測

井

柳

李

儲

荒

俊

俊

玄

正

正

達

藤

藤

藤

加

加

佐

勝

信

信

元

恵

恵

貫

村

村

竹

西

西

己

己

己

克

克

克

謁

本

本

本

悟

沖

沖

沖

己

閑

昭

克

木

良

本

々

中

沖

佐

田

俊上村

論 文 名

禅宗の喪葬儀礼

授戒 ・伝戒と受戒

現代寺庭の形式について

韓国普覚国師の死生観

佗び茶の生成と本覚思想

仏教における伝道の考察

テキストの問題

浮雪居士と潟瓶

人間と道元禅一偏正五位思
想を媒介として一

五山と林下

夢窓疎石

中国仏教における戒律の歩
み

京都禅寺の歴史と文化

禅学研究の一視点

空と死

西村恵信『己事究明の思想 と

方法』

西村恵信『禅林象器箋抄釈』

秋月龍 眠『誤解だ らけの仏教』

高橋勇音『凡僧 日記』

盛永宗興『禅 と生命科学』

光地英 学 ・松 田文雄 ・荒井

勝龍共編『螢 山禅』

西村恵信『鈴木大拙の原風景』

禅学関係雑誌論文 目録(1995年)

雑 誌 名

愛知学院大学禅研究
所紀要

宗学研究

宗教研究

印度学仏教学研究

天台学報

駒沢大学仏教学部研
究紀要

禅学研究

印度学仏教学研究

巻(号)

24

37

303

44-1

37

53

73

44-1

駒沢大学仏教学部論26

集

日暮里サニーホール

京都生涯学習センター

駒沢大学仏教学部論26

集

京都生涯学習センター

宗学研究37

大乗禅848

花園大学文学部研究
紀要

花園大学文学部研究
紀要

花園大学文学部研究
紀要

信濃毎日新聞

花園大学文学部研究
紀要

駒沢大学仏教学部論
集

花園大学文学部研究
紀要
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以上論文索 引は、ご く僅 かの書籍 を渉猟 しただ けの不十分なもので、遺漏 も多々あろう

かと思います。今後共 、関係各位の御教示 を乞 う次第です。

担当者 中島 志郎 九拝


